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資料：国⼟交通省HP

H28.1.25

H28.1.26

1.研究背景・⽬的
全国 豪雪・

特豪
市町村
数

1,719 532
30.9％

⾯積
（Km2）

377,972 191,989
50.8％

⼈⼝
（千⼈）

127,095 19,012
15.0％

⽴往⽣発⽣時の⻑岡駅周辺の状況

1⽇後

①

研究開発助成成果発表会 研究
概要

交差点
交通容量

冬期
旅⾏速度 まとめ背景・

⽬的

1.研究背景・⽬的
近年の主な⽴往⽣事例
①H26.2⼭梨県国道20号
・約400台滞留、解消まで5⽇間
②H28.1 新潟県国道8号
・解消まで2⽇間
③H29.1 ⽶⼦⾃動⾞道
・約300台滞留、解消まで45時間
④H29.2 新東名⾼速道路
・約1,000台滞留、解消まで12.5時間
⑤H30.1 北陸⾃動⾞道
・約460台滞留、解消まで37時間
⑥H30.1 ⾸都⾼中央環状線
・解消まで4⽇間
⑦H30.2 福井・⽯川県国道8号
・約1,500台滞留、解消まで3⽇間

資料：国⼟交通省⼤雪時の道路交通確保対策中間とりまとめH30.5を引⽤

主な対応策（道路管理者等の取組）
・ソフト的対応
・タイムライン作成
・集中⼤雪時の需要抑制
・予防的な通⾏規制・集中除雪の実施
・除雪体制強化
・チェーン等装着の徹底

etc．．．
・ハード的対応
・基幹的な道路ネットワークの強化
・スポット対策、⾞両待機スペース確保

本研究の位置づけに関係

②
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背景・
⽬的研究開発助成成果発表会 交差点

交通容量
冬期

旅⾏速度 まとめ研究
概要

道路事業の費⽤便益分析における懸念

③

資料：国⼟交通省直轄道路事業再評価結果より作成（H25〜H27年度）
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特別豪雪地帯
豪雪地帯 特別豪雪地帯指定なし

・我が国の将来⼈⼝減 → 将来交通需要減
・降積雪の影響が著しい地⽅部ほど、道路事業実施環境が悪化
→「雪と交通」の関係を詳細分析し、適切に便益へ反映

1.研究背景・⽬的
3分

6分
（速度50%減のcase）

現状の冬期便益の単純イメージ

背景・
⽬的研究開発助成成果発表会 交差点

交通容量
冬期

旅⾏速度 まとめ

2.研究概要

研究
概要

研究ステップ１

研究ステップ２：冬期交通時間価値の推定

：冬期交通実態の分析と把握（今回の報告内容）

④

①信号交差点交通容量
・⼀般道におけるボトルネックの⼤半は信号交差点
・冬期間の交通混雑悪化の要因はなんだろうか？
・冬期間の信号交差点の処理能⼒に着⽬
〔除雪レベル、路⾯状態、消雪パイプ等による差は？〕

②冬期旅⾏速度、余裕時間
・雪が⾞両の旅⾏速度・時間にどの程度の影響を及ぼすか？
・道路種別、道路構造による差異は？

・交通混雑の悪化は、道路利⽤者の経路選択⾏動に影響？
・交通の時間価値⾃体に変化は？

研究
概要

背景・
⽬的研究開発助成成果発表会 冬期

旅⾏速度 まとめ

3.信号交差点交通容量への影響

交差点
交通容量

①現地ビデオ観測（平成28年度、平成29年度）

⑤

・直轄３交差点、補助国２交差点、県道１交差点、市道１交差点
・飽和交通流率、有効⻘時間（損失時間）を調査
・対象は、直進⾞線及び左直⾞線

②観測時の路⾯状態
〇乾燥
〇シャーベット（３分類）
・観測時間帯とその前3時間の平均降雪量が1cm/h未満：シャーベット（降雪⼩）
・観測時間帯とその前3時間の平均降雪量が3cm/h未満：シャーベット（降雪中）
・観測時間帯とその前3時間の平均降雪量が3cm/h以上：シャーベット（降雪多）

〇圧雪（２分類）
・路⾯が雪の層に覆われており、滑らかな状態：圧雪（滑）
・路⾯が雪の層に覆われているが、凸凹な状態：圧雪（凸凹）

〇凍結

発表4



研究
概要

背景・
⽬的研究開発助成成果発表会 冬期

旅⾏速度 まとめ

3.信号交差点交通容量への影響

交差点
交通容量 ⑥

⻘ ⻩ 右折⽮ ⻩全
⾚

⾚

累
加
台
数

発進損失時間 クリアランス損失時間

サイクル⻑

有効⻘時間
飽和交通流率

今回の対象交差点
には全て右⽮あり

研究
概要

背景・
⽬的研究開発助成成果発表会 冬期

旅⾏速度 まとめ

3.信号交差点交通容量への影響

交差点
交通容量

③調査対象交差点と諸元

⑦

研究
概要

背景・
⽬的研究開発助成成果発表会 冬期

旅⾏速度 まとめ

3.信号交差点交通容量への影響

交差点
交通容量

④分析結果

⑧

道路種別

路⾯状態 飽和交通流率 発進損失 傾き 切⽚ 飽和交通流率 発進損失 傾き 切⽚ 飽和交通流率 発進損失 傾き 切⽚
乾燥 1833 3.20 0.51 -1.63 1794 2.78 0.50 -1.39 1728 2.37 0.48 -1.14

シャーベット(降雪⼩） − − − − 1404 0.90 0.39 -0.35 1513 2.80 0.42 -1.18
シャーベット(降雪中） 1349 0.46 0.37 -0.17 1292 1.19 0.36 -0.43 − − − −
シャーベット(降雪多） 1415 1.12 0.39 -0.44 − − − − 1386 1.77 0.39 -0.68

圧雪(滑) − − − − 1199 0.89 0.33 -0.30 − − − −
圧雪（凸凹） − − − − − − − − − − − −

凍結 − − − − − − − − − − − −

交差点名
愛宕

直轄国道

福島 寺島
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（横軸：累加平均⾞頭時間(s)、縦軸：⻘信号で捌けた累加台数）

研究
概要

背景・
⽬的研究開発助成成果発表会 冬期

旅⾏速度 まとめ

3.信号交差点交通容量への影響

交差点
交通容量

④分析結果

⑨

道路種別

路⾯状態 飽和交通流率 発進損失 傾き 切⽚ 飽和交通流率 発進損失 傾き 切⽚ 飽和交通流率 発進損失 傾き 切⽚
乾燥 1585 2.76 0.44 -1.21 1515 2.67 0.42 -1.13 − − − −

シャーベット(降雪⼩） 1288 1.83 0.36 -0.65 − − − − − − − −
シャーベット(降雪中） 1286 2.34 0.36 -0.83 1130 0.36 0.31 -0.11 − − − −
シャーベット(降雪多） − − − − − − − − − − − −

圧雪(滑) − − − − − − − − − − − −
圧雪（凸凹） − − − − − − − − − − − −

凍結 − − − − − − − − − − − −

−

補助国道

⼤島追廻橋
交差点名
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（横軸：累加平均⾞頭時間(s)、縦軸：⻘信号で捌けた累加台数）

道路種別

路⾯状態 飽和交通流率 発進損失 傾き 切⽚ 飽和交通流率 発進損失 傾き 切⽚ 飽和交通流率 発進損失 傾き 切⽚
乾燥 1704 2.48 0.47 -1.17 1562 2.28 0.43 -0.99 − − − −

シャーベット(降雪⼩） 1426 2.36 0.40 -0.93 − − − − − − − −
シャーベット(降雪中） − − − − − − − − − − − −
シャーベット(降雪多） − − − − − − − − − − − −

圧雪(滑) − − − − 1114 0.51 0.31 -0.16 − − − −
圧雪（凸凹） 873 0.00 0.24 0.26 − − − − − − − −

凍結 1296 1.90 0.36 -0.68 − − − − − − − −

−
交差点名

県道・市道

要町 リバーサイド千秋前
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研究
概要

背景・
⽬的研究開発助成成果発表会 冬期

旅⾏速度 まとめ

3.信号交差点交通容量への影響

交差点
交通容量

④分析結果

⑩

（横軸：累加平均⾞頭時間(s)、縦軸：⻘信号で捌けた累加台数）

研究
概要

背景・
⽬的研究開発助成成果発表会 冬期

旅⾏速度 まとめ

3.信号交差点交通容量への影響

交差点
交通容量

④分析結果
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研究
概要

背景・
⽬的研究開発助成成果発表会 冬期

旅⾏速度 まとめ

3.信号交差点交通容量への影響

交差点
交通容量

④分析結果

⑪

①飽和交通流率：いずれも、降積雪により飽和交通流率は低下
②発進損失時間：降積雪時は、発進損失時間が縮⼩
③クリアランス損失時間：⾮冬期と⽐べ変化なし（有意差なし）
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飽和状態

差分
拡⼤

シャーベット降雪多乾燥

路⾯状態別の平均⾞頭時間分布
（福島交差点の例）

発進時の⾞頭時間増に対し、
それ以上に飽和状態の⾞頭
時間増加が⼤

研究
概要

背景・
⽬的研究開発助成成果発表会 冬期

旅⾏速度 まとめ

3.信号交差点交通容量への影響

交差点
交通容量 ⑫

⑤交通容量低下率

乾燥 シャーベット
降雪⼩ 降雪中 降雪多

凍結 圧雪
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※それぞれ乾燥状態を100%としたもの

交差点
交通容量

研究
概要

背景・
⽬的研究開発助成成果発表会 まとめ

4.冬期旅⾏速度・余裕時間への影響

冬期
旅⾏速度

①使⽤データ

⑬

⻑岡IC

中之島⾒附IC

栄SIC

⻑岡南越路SIC

分析対象エリア
対象エリア：新潟県⻑岡市周辺

交通データ：ETC2.0プローブデータ
（H28年度10⽉、1〜2⽉）

気象データ：気象庁⻑岡アメダス
テレメータデータ

道路構造：道路交通センサス

その他：国交省ライブカメラ画像

交差点
交通容量

研究
概要

背景・
⽬的研究開発助成成果発表会 まとめ冬期

旅⾏速度

②分析⼿順等

⑭

4.冬期旅⾏速度・余裕時間への影響

〇道路種別、道路構造別の冬期旅⾏速度分析
・⾼速、直轄国道、補助国道（除雪レベルの影響）
・⾞線数、信号交差点密度
・時間帯（ピーク時、⾮ピーク時）
→ 降雪量に対する旅⾏速度の回帰係数より影響度を分析

〇直轄国道における冬期交通詳細分析
・⽐較的サンプル数の多い直轄国道を対象に詳細分析を実施

（１）時間帯別の旅⾏速度・旅⾏時間分布の変化
→ 余裕時間の変化（95%tile旅⾏時間－平均旅⾏時間）

（２）各種気象条件と交通・道路関連データによる重回帰分析
→ 冬期交通に与える影響が⼤きい因⼦は？

交差点
交通容量

研究
概要

背景・
⽬的研究開発助成成果発表会 まとめ冬期

旅⾏速度

③道路種別、道路構造別の冬期旅⾏速度分析

⑮

4.冬期旅⾏速度・余裕時間への影響
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秋
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⾏
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（
km

/h
）

秋期平均旅⾏速度（ピーク時） 秋期平均旅⾏速度（⾮ピーク時）
旅⾏速度低下係数（ピーク時） 旅⾏速度低下係数（⾮ピーク時）

信号交差点密度

⾞線数

道路種別

補助国、県道等については
サンプル数も少なく明確な
傾向がみられない

秋期旅⾏速度が⾼い路線ほど雪による影響
⼤（⾼速、または⼀般道⽴体区間）
⼀⽅、⾮ピーク時の影響は⼩さい

交差点
交通容量

研究
概要

背景・
⽬的研究開発助成成果発表会 まとめ冬期

旅⾏速度

④旅⾏速度・旅⾏時間分布

⑯

4.冬期旅⾏速度・余裕時間への影響

対象路線と諸元

延⻑
(km)

⾞線数 構造
区間平均
⽇交通量

区間① 川崎IC 〜 中之島⾒附IC 7.6 4⾞ 密度⼩ 0.8 ⼀部⽴体 35,368
区間② 宮本IC 〜 川崎IC 11.7 4⾞ 密度⼤ 1.9 平⾯ 31,984
区間③ ⼤積 〜 宮本IC 7.2 2⾞ 密度⼩ 1.1 平⾯ 12,467
区間④ 川崎IC 〜 ⽚⽥IC 7.0 4⾞ 密度⼩ 0.9 ⼀部⽴体 37,931

分析区間
信号交差点密度
（箇所/km)
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交差点
交通容量

研究
概要

背景・
⽬的研究開発助成成果発表会 まとめ冬期

旅⾏速度

④旅⾏速度・旅⾏時間分布

⑰

4.冬期旅⾏速度・余裕時間への影響
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旅⾏速度 ⑱

4.冬期旅⾏速度・余裕時間への影響
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旅⾏速度 ⑲

4.冬期旅⾏速度・余裕時間への影響
⑤冬期旅⾏速度に対する重回帰分析

【設定した変数】
① ⽬的変数：冬期旅⾏速度（ETC2.0）
② 説明変数
・補正積雪量(cm)
・時間積雪量(cm/h)
・時間⾬量(mm/h)
・連続⾬量(mm)
・気温(℃)
・⾞道部幅員(m)
・信号交差点密度(箇所/km)
・無信号交差点密度(箇所/km)
・⾞種(⼤型⾞ダミー)
・⾞線数(4⾞線ダミー)
・時間交通量(台/h)
・⼤型⾞混⼊率(%)

補正積雪量の設定⽅法
※除雪⾞通過はライブカメラ映像で判断

交差点
交通容量
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背景・
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旅⾏速度 ⑳

4.冬期旅⾏速度・余裕時間への影響
⑤冬期旅⾏速度に対する重回帰分析

0.2277 観測数 21,942

係数 標準誤差
切⽚ 69.360 0.576 120.426
補正積雪量[cm] -1.240 0.070 -0.129 -17.734
時間積雪量[cm/h] -0.654 0.192 -0.023 3.398
気温[℃] 0.295 0.033 0.058 9.045
信号交差点密度[箇所/km] -10.855 0.150 -0.530 -72.311
⼤型⾞ダミー -5.923 1.465 -0.024 -4.043
4⾞線ダミー 9.878 0.396 0.166 24.961
時間交通量[台/h] -0.014 0.000 -0.350 -43.87

⾮標準化係数
t値標準化係数

⾃由度調整済み決定係数 0.2738 観測数 34,237

係数 標準誤差
切⽚ 69.256 0.423 163.659
補正積雪量[cm] -0.269 0.060 -0.024 -4.462
時間積雪量[cm/h] -0.862 0.221 -0.020 -3.909
気温[℃] 0.065 0.023 0.014 2.846
信号交差点密度[箇所/km] -10.614 0.100 -0.501 -106.507
⼤型⾞ダミー -6.521 2.023 -0.015 -3.223
4⾞線ダミー 5.508 0.340 0.083 16.212
時間交通量[台/h] -0.013 0.000 -0.194 -38.149

⾃由度調整済み決定係数

⾮標準化係数
t値標準化係数

ピーク時 ⾮ピーク時

・良好なモデルとはならなかったが、、、
・両時間帯とも、道路構造（信号密度）による影響⼤
・⾮ピーク時は気象因⼦による影響は少なく、ピーク時にはこれが増⼤

冬期
旅⾏速度

交差点
交通容量

研究
概要

背景・
⽬的研究開発助成成果発表会

5.まとめ
ステップ１の成果

ステップ２の展開
・冬期交通時間価値の推定、H30年1⽉〜2⽉の交通データ分析
・各研究成果から便益計測⼿法を構築

㉑まとめ

・飽和交通流率低下率は，北海道で約30年前に⾏われた研究報告（⽯井ら）
とほぼ同様、近年の⾞両性能や地域性（雪質等）による差は少ないと推察

・降積雪地域においては降積雪により信号交差点交通容量が２割以上低下
・降積雪時の速度低下幅は、信号交差点密度⼩の路線が⼤
・旅⾏時間に対しては、信号交差点密度⼤の路線が影響⼤

→ 交差点遅れ時間増が影響
・旅⾏速度・旅⾏時間の分析対象としたH28年度は少雪であったため、今後
のデータ蓄積が望ましい。

信号交差点処理能⼒が
冬期交通（⽇常）の重要なキーポイント！
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